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⾔葉はいらないだろう。向かい側の通路からの視点。 

⾒過ごし通りすぎることができなかった。映画の⼀場⾯のように思えた。 

周りは暗い。ウインドーが額のように思えた。しばらく⾒ていた。 

職⼈さんの熱⼼さも、少⼥の真顔も伝わってきた。画像記録したい衝動にかられた。 

この⽇だけではなかった。この通りが、好きになった。 

 

 

   

 
 

 

 


